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すとーん・さーくるすとーん・さーくる
　

阿
賀
野
市
緑
町
に
あ
る
「
さ
ん
ぺ
稲
荷
」
は
水
神
と
し
て

信
仰
さ
れ
、
か
つ
て
は
、
雨
乞
い
儀
式
が
行
わ
れ
た
と
い
う

伝
承
が
あ
る
。

　

新
潟
市
中
央
区
女
池
に
あ
っ
た
「
三
平
池
」
に
は
、
大
亀

が
池
の
主
で
あ
っ
た
と
伝
承
さ
れ
て
い
る
。

　

大
亀
＝
水
神
と
考
え
る
と
「
さ
ん
ぺ
稲
荷
」
と
「
三
平
池
」

両
者
の
水
神
信
仰
の
共
通
点
は
「
サ
ン
ペ
」
と
い
う
地
名
に

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。「
サ
ン
ペ
」
と
は
如
何
な
る
地
名
な

の
で
あ
ろ
う
か
。

　

新
潟
県
各
地
に
サ
ン
ペ
と
い
う
地
名
が
存
在
し
て
い
る
こ

と
を
、
長
谷
川
勲
氏
が
「
に
い
が
た
地
名
考―

―

歴
史
と
由

来―
―

」
で
論
考
し
て
い
る
の
で
、
こ
こ
に
引
用
す
る
。

　
「
サ
ン
ペ
は
ふ
る
く
は
サ
ワ
ベ
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
そ

れ
が
サ
ワ
ン
ベ
と
方
言
的
に
発
音
さ
れ
る
う
ち
、
縮
ま
っ

て
サ
ン
ペ
と
な
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。（
中
略
）
聖
籠
町
の

字
切
り
図
に
よ
れ
ば
、
山
あ
い
で
も
な
い
砂
丘
地
帯
に
も

『
別
行
澤
』『
替
地
澤
』
の
よ
う
な
澤
地
名
が
存
在
す
る
の
だ
。

こ
う
し
た
平
場
の
浅
い
水
た
ま
り
の
ほ
と
り
が
『
澤
辺
』
の

原
意
で
あ
ろ
う
が
、
後
に
は
、
既
に
み
た
よ
う
に
水
た
ま
り

（
沼
）
そ
の
も
の
を
澤
辺
＝
サ
ン
ペ
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。」（「
に
い
が
た
地
名
考
29
澤
辺
」
平

成
27
年
新
潟
日
報
事
業
社
発
行
）

　

筆
者
は
、
砂
丘
地
帯
の
浅
い
水
た
ま
り
は
オ
ア
シ
ス
の
小

型
版
で
あ
り
、

新
潟
砂
丘
に
は

数
知
れ
な
い
オ

ア
シ
ス
（
サ
ン

ペ
）
が
存
在
し

た
も
の
と
考
察

す
る
。

　

新
潟
県
各
地

に
あ
る
サ
ン
ペ

と
水
神
信
仰
の

関
わ
り
を
知
り

た
く
思
い
、
皆

様
か
ら
の
情
報

を
期
待
し
て
い

る
。
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史蹟三平池之跡 さんぺ稲荷と鳥居（阿賀野市緑町）

さ
ん
ぺ
い
い
け

べ
つ
ぎ
ょ
う
ざ
わ

か
え
ち
ざ
わ

―

「
サ
ン
ペ
」に
お
け
る
水
神
信
仰―

「
さ
ん
ぺ
稲
荷
」と

　
　
　

  

「
三
平
池
之
跡
」石
碑
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亀
田
・
横
越
地
区
の
歴
史
と
石
仏
を
訪
ね
て

亀
田
・
横
越
地
区
の
歴
史
と
石
仏
を
訪
ね
て

｜
下
越
・
新
潟
地
区
見
学
会
報
告
｜

　

10
月
９
日
に
実
施
さ
れ
た
下
越
・
新
潟
地
区

の
見
学
会
。
前
後
の
日
が
雨
な
の
に
、
当
日
だ

け
晴
天
に
恵
ま
れ
、
ま
さ
に
見
学
会
日
和
だ
っ

た
。
新
潟
駅
南
口
と
江
南
区
文
化
会
館
前
で
集

合
解
散
。

　

今
回
の
見
学
地
は
、
信
濃
川
・
阿
賀
野
川
・

小
阿
賀
野
川
の
三
河
川
に
囲
ま
れ
た
「
輪
中
」

と
よ
ば
れ
る
地
域
で
あ
る
。
長
年
に
わ
た
る
水

と
の
闘
い
の
歴
史
が
人
々
の
暮
ら
し
に
大
き
な

影
響
を
与
え
て
き
た
と
こ
ろ
で
も
あ
っ
た
。
そ

の
た
め
集
落
は
海
岸
線
と
平
行
に
続
く
古
い
砂

丘
地
帯
と
自
然
堤
防
上
に
立
地
し
て
い
た
。

　

亀
田
郷
と
水
と
の
闘
い
は
、
洪
水
に
よ
る
被

害
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
が
、
特
に
著
名
な
の
は

「
腰
ま
で
水
に
つ
か
っ
て
の
農
作
業
」、
い
わ
ゆ

る
「
芦
沼
」
で
の
米
づ
く
り
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
、

戦
前
か
ら
国
策
で
土
地
改
良
が
始
ま
り
、
長
い

年
月
を
か
け
て
県
内
有
数
の
穀
倉
地
帯
に
変
え

て
い
っ
た
先
人
た
ち
の
労
苦
の
歴
史
を
、
江
南

区
郷
土
博
物
館
の
展
示
で
知
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

こ
の
地
域
で
は
、
土
地
改
良
や
道
路
改
修
な

ど
に
伴
っ
て
、
石
造
物
が
当
初
あ
っ
た
場
所
か

ら
移
さ
れ
た
こ
と
が
多
々
あ
っ
た
よ
う
だ
。
社

寺
の
境
内
地
や
墓
地
な
ど
に
移
さ
れ
た
り
す
る

こ
と
も
多
か
っ
た
が
、
元
あ
っ
た
場
所
や
由
来

等
が
地
域
の
伝
承
や
記
録
に
残
っ
て

い
な
い
こ
と
も
あ
っ
た
の
は
残
念

だ
っ
た
。

　

江
南
区
大
淵
の
東
陽
寺
は
、
洪
水

の
た
め
二
度
の
移
転
を
経
、
更
に
曹

洞
宗
に
改
宗
し
た
と
い
う
。
境
内
の

中
世
石
仏
は
他
か
ら
移
さ
れ
て
祀
ら

れ
た
も
の
だ
と
い
う
こ
と
が
分
か
っ

て
い
る
。

　

同
区
小
杉
の
松
韻
寺
は
、
開
山
時

は
真
言
寺
院
で
あ
っ
た
が
、
の
ち
親

鸞
が
立
ち
寄
り
、
真
宗
寺
院
に
改
宗

し
た
と
い
う
伝
承
が
あ
る
。
こ
こ
に

は
如
意
輪
観
音
、
馬
頭
観
音
、
聖
観

音
、
青
面
金
剛
、
双
体
道
祖
神
、
五

輪
塔
、
宝
篋
印
塔
・
中
世
石
仏
な
ど
、

様
々
な
石
仏
が
境
内
に
並
ん
で
い
る

が
、
収
集
し
た
も
の
、
各
地
の
廃
絶
寺
院
な
ど

か
ら
移
さ
れ
た
も
の
な
ど
が
あ
り
、
由
来
な
ど

不
明
な
も
の
が
多
い
と
い
う
。

　

同
区
北
山
の
曹
洞
宗
亀
寿
院
で
は
境
内
に

十
一
面
観
音
（「
村
木
氏
建
立
」
の
銘
あ
り
）

と
宝
篋
印
塔
が
建
て
ら
れ
て
い
る
。
村
木
氏
は

亀
田
の
開
発
を
主
導
し
た
土
豪
だ
と
い
う
。

　

こ
れ
ま
で
阿
賀
野
川
を
上
っ
て
き
た
が
、
こ

こ
か
ら
旧
横
越
町
に
入
っ
た
。
横
越
で
は
沢
海

七
面
堂
を
見
学
し
た
。
こ
の
お
堂
は
阿
賀
野
川

堤
防
の
外
側
に
位
置
す
る
日
蓮
宗
の
仏
堂
で
、

元
は
七
面
島
と
呼
ば
れ
る
境
外
地
に
あ
っ
た
と

い
う
。
ツ
ツ
ガ
ム
シ
病
除
け
の
七
面
大
明
神
が

祀
ら
れ
て
い
る
。
11
月
16
日
に
開
催
さ
れ
た「
石

仏
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
で
、
講
師
の
森
行
人
氏
が
映

像
で
解
説
し
な
が
ら
紹
介
さ
れ
た
仏
堂
で
あ

る
。

　

同
じ
く
沢
海
の
蝸
牛
様
と
よ
ば
れ
る
石
祠
は

牛
頭
天
王
を
祀
っ
て
い
る
。
牛
頭
天
王
は
ツ
ツ

ガ
ム
シ
を
鎮
め
る
祠
に
多
く
祀
ら
れ
て
い
る
と

い
う
。
こ
の
石
祠
は
、
元
は
「
天
王
島
」
と
よ

ば
れ
る
中
島
に
あ
っ
た
と
い
い
、
ツ
ツ
ガ
ム
シ

を
鎮
め
る
祠
と
い
う
伝
説
が
伝
わ
っ
て
い
る
。

阿
賀
野
川
流
域
に
は
ツ
ツ
ガ
ム
シ
関
連
の
石
造

物
が
い
く
つ
か
残
っ
て
い
る
よ
う
だ
。

　

今
回
は
10
月
に
「
現
地
見
学
」
し
た
お
堂
を
、

11
月
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
「
座
学
」
す
る
と
い
う
、

い
い
体
験
に
恵
ま
れ
た
機
会
で
あ
っ
た
と
い
え

る
。

　

い
い
見
学
会
で
あ
っ
た
が
、
直
近
に
体
調
不

良
で
３
名
が
欠
席
と
な
り
、
参
加
者
が
13
名
と

な
っ
て
し
ま
っ
た
の
は
残
念
で
あ
っ
た
。

弥
彦
村　
柏
　
原
　
　
　
路
　
子
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10
月
９
日
に
実
施
さ
れ
た
下
越
・
新
潟
地
区

の
見
学
会
。
前
後
の
日
が
雨
な
の
に
、
当
日
だ

け
晴
天
に
恵
ま
れ
、
ま
さ
に
見
学
会
日
和
だ
っ

た
。
新
潟
駅
南
口
と
江
南
区
文
化
会
館
前
で
集

合
解
散
。

　

今
回
の
見
学
地
は
、
信
濃
川
・
阿
賀
野
川
・

小
阿
賀
野
川
の
三
河
川
に
囲
ま
れ
た
「
輪
中
」

と
よ
ば
れ
る
地
域
で
あ
る
。
長
年
に
わ
た
る
水

と
の
闘
い
の
歴
史
が
人
々
の
暮
ら
し
に
大
き
な

影
響
を
与
え
て
き
た
と
こ
ろ
で
も
あ
っ
た
。
そ

の
た
め
集
落
は
海
岸
線
と
平
行
に
続
く
古
い
砂

丘
地
帯
と
自
然
堤
防
上
に
立
地
し
て
い
た
。

　

亀
田
郷
と
水
と
の
闘
い
は
、
洪
水
に
よ
る
被

害
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
が
、
特
に
著
名
な
の
は

「
腰
ま
で
水
に
つ
か
っ
て
の
農
作
業
」、
い
わ
ゆ

る
「
芦
沼
」
で
の
米
づ
く
り
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
、

戦
前
か
ら
国
策
で
土
地
改
良
が
始
ま
り
、
長
い

年
月
を
か
け
て
県
内
有
数
の
穀
倉
地
帯
に
変
え

て
い
っ
た
先
人
た
ち
の
労
苦
の
歴
史
を
、
江
南

区
郷
土
博
物
館
の
展
示
で
知
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

こ
の
地
域
で
は
、
土
地
改
良
や
道
路
改
修
な

ど
に
伴
っ
て
、
石
造
物
が
当
初
あ
っ
た
場
所
か

ら
移
さ
れ
た
こ
と
が
多
々
あ
っ
た
よ
う
だ
。
社

寺
の
境
内
地
や
墓
地
な
ど
に
移
さ
れ
た
り
す
る

こ
と
も
多
か
っ
た
が
、
元
あ
っ
た
場
所
や
由
来

等
が
地
域
の
伝
承
や
記
録
に
残
っ
て

い
な
い
こ
と
も
あ
っ
た
の
は
残
念

だ
っ
た
。

　

江
南
区
大
淵
の
東
陽
寺
は
、
洪
水

の
た
め
二
度
の
移
転
を
経
、
更
に
曹

洞
宗
に
改
宗
し
た
と
い
う
。
境
内
の

中
世
石
仏
は
他
か
ら
移
さ
れ
て
祀
ら

れ
た
も
の
だ
と
い
う
こ
と
が
分
か
っ

て
い
る
。

　

同
区
小
杉
の
松
韻
寺
は
、
開
山
時

は
真
言
寺
院
で
あ
っ
た
が
、
の
ち
親

鸞
が
立
ち
寄
り
、
真
宗
寺
院
に
改
宗

し
た
と
い
う
伝
承
が
あ
る
。
こ
こ
に

は
如
意
輪
観
音
、
馬
頭
観
音
、
聖
観

音
、
青
面
金
剛
、
双
体
道
祖
神
、
五

輪
塔
、
宝
篋
印
塔
・
中
世
石
仏
な
ど
、

様
々
な
石
仏
が
境
内
に
並
ん
で
い
る

が
、
収
集
し
た
も
の
、
各
地
の
廃
絶
寺
院
な
ど

か
ら
移
さ
れ
た
も
の
な
ど
が
あ
り
、
由
来
な
ど

不
明
な
も
の
が
多
い
と
い
う
。

　

同
区
北
山
の
曹
洞
宗
亀
寿
院
で
は
境
内
に

十
一
面
観
音
（「
村
木
氏
建
立
」
の
銘
あ
り
）

と
宝
篋
印
塔
が
建
て
ら
れ
て
い
る
。
村
木
氏
は

亀
田
の
開
発
を
主
導
し
た
土
豪
だ
と
い
う
。

　

こ
れ
ま
で
阿
賀
野
川
を
上
っ
て
き
た
が
、
こ

こ
か
ら
旧
横
越
町
に
入
っ
た
。
横
越
で
は
沢
海

七
面
堂
を
見
学
し
た
。
こ
の
お
堂
は
阿
賀
野
川

堤
防
の
外
側
に
位
置
す
る
日
蓮
宗
の
仏
堂
で
、

元
は
七
面
島
と
呼
ば
れ
る
境
外
地
に
あ
っ
た
と

い
う
。
ツ
ツ
ガ
ム
シ
病
除
け
の
七
面
大
明
神
が

祀
ら
れ
て
い
る
。
11
月
16
日
に
開
催
さ
れ
た「
石

仏
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
で
、
講
師
の
森
行
人
氏
が
映

像
で
解
説
し
な
が
ら
紹
介
さ
れ
た
仏
堂
で
あ

る
。

　

同
じ
く
沢
海
の
蝸
牛
様
と
よ
ば
れ
る
石
祠
は

牛
頭
天
王
を
祀
っ
て
い
る
。
牛
頭
天
王
は
ツ
ツ

ガ
ム
シ
を
鎮
め
る
祠
に
多
く
祀
ら
れ
て
い
る
と

い
う
。
こ
の
石
祠
は
、
元
は
「
天
王
島
」
と
よ

ば
れ
る
中
島
に
あ
っ
た
と
い
い
、
ツ
ツ
ガ
ム
シ

を
鎮
め
る
祠
と
い
う
伝
説
が
伝
わ
っ
て
い
る
。

阿
賀
野
川
流
域
に
は
ツ
ツ
ガ
ム
シ
関
連
の
石
造

物
が
い
く
つ
か
残
っ
て
い
る
よ
う
だ
。

　

今
回
は
10
月
に
「
現
地
見
学
」
し
た
お
堂
を
、

11
月
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
「
座
学
」
す
る
と
い
う
、

い
い
体
験
に
恵
ま
れ
た
機
会
で
あ
っ
た
と
い
え

る
。

　

い
い
見
学
会
で
あ
っ
た
が
、
直
近
に
体
調
不

良
で
３
名
が
欠
席
と
な
り
、
参
加
者
が
13
名
と

な
っ
て
し
ま
っ
た
の
は
残
念
で
あ
っ
た
。

そ
う
み

　

ち
ょ
う
ど
一
年
前
の
彼
岸
過
ぎ
に
、
旧
松
之

山
町
の
日
帰
り
温
泉
に
行
っ
た
折
で
あ
る
。
魚

沼
な
ど
の
豪
雪
地
帯
で
は
「
雪
墓
」
と
い
っ
て

春
彼
岸
に
雪
に
埋
も
れ
た
自
家
の
墓
石
の
上
に

雪
で
模
擬
的
な
墓
を
作
っ
て
参
る
風
習
が
あ

る
。
ダ
メ
も
と
で
湯
山
集
落
の
古
老
に
尋
ね
た

と
こ
ろ
、「
三
、
四
日
経
っ
て
い
る
が
、
ま
だ

形
は
残
っ
て
い
る
だ
ろ
う
」
と
の
こ
と
で
、
墓

地
に
案
内
し
て
も
ら
っ
た
。
確
か
に
崩
れ
か
け

て
は
い
た
が
、
点
在
す
る
雪
の
マ
ウ
ン
ド
に

花
々
が
供
え
ら
れ
て
い
た
。
間
も
な
く
春
彼
岸
。

大
雪
の
今
年
こ
そ
は
出
来
立
て
の
立
派
な
雪
墓

を
見
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

蝸牛様の石祠（沢海）

◆
お
知
ら
せ

中
越
地
区
見
学
会
に
つ
い
て
は
、同
封
の

別
紙
チ
ラ
シ
に
て
ご
案
内
し
ま
す
。ぜ
ひ

ご
参
加
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

中
越
事
務
局

柏
崎
市　
渡
　
邉
　
三
　
四
　
一

彼
岸
過
ぎ
の
雪
墓



さいのかわら版

事
務
局
だ
よ
り

編 

集 

後 

記

　　

今
年
度
総
会
を
左
記
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。出
欠
は
同
封
ハ
ガ
キ
に
て
５

月
15
日（
金
）ま
で
に
返
信
願
い
ま
す
。

日
　
時　

５
月
23
日（
土
）13
時
〜
16
時
30
分

会
　
場　

ミ
ラ
イ
エ
長
岡　

４
階
ミ
ラ
イ
エ
ス
テ

　
　
　
　

ッ
プ（
長
岡
市
大
手
通
２
丁
目
３-

10
）

　
　
　
　

長
岡
駅
大
手
口
か
ら
徒
歩
６
分【
左
図
】

第
一
部　

公
開
講
演
会（
13
時
〜
）

　
　
　
　

演
題　

蒲
原
平
野
と
東
京
の
銭
湯

　
　
　

 　

 　
　

―

越
後
の
石
造
物
は
語
る―

　
　
　
　

講
師　

吉
田
律
人
さ
ん
（
横
浜
都
市
発
展

　
　
　
　

記
念
館
主
任
調
査
研
究
員
）

第
二
部　

総
会（
14
時
40
分
〜
）

　
　
　
　

令
和
７
年
度
事
業
報
告
・
決
算
報
告

　
　
　
　

令
和
８
年
度
事
業
計
画
・
予
算
案

　
　
　
　

そ
の
他

第
三
部　

懇
談
会（
16
時
〜
）

第
四
部　

懇
親
会（
17
時
〜
）

会
　
場　

富
寿
し 

長
岡
駅
前
店

会
　
費　

６
０
０
０
円

　
日
　
時　

５
月
28
日（
木
）９
時
25
分
〜
17
時
頃

　
　
　
　
（
例
年
よ
り
ひ
と
月
遅
れ
の
日
程
で
す
）

テ
ー
マ　

保
倉
川
流
域
に
祀
ら
れ
る
庚
申
塔
と
二
十

　
　
　
　

三
夜
塔
を
訪
ね
て

集
　
合　

① 

マ
イ
カ
ー
↓
９
時
25
分  

直
江
津
・

　
　
　
　
　

 

船
見
公
園（
地
図
別
途
配
布
）

　
　
　
　

② 

電　

車 

↓
９
時
30
分　

Ｊ
Ｒ
直
江
津

　
　
　
　
　

 
駅
南
口
ロ
ー
タ
リ
ー

見
学
地　

今
回
は
、
巡
見
対
象
を
庚
申
塔
と
二
十
三

　
　
　
　

夜
塔
に
絞
っ
た
内
容
と
な
り
ま
す
の
で
石

　
　
　
　

仏
名
を
省
き
、
該
当
地
域
名
の
み
を
表
し

　
　
　
　

ま
す
。

　
　
　
　

① 

浦
川
原
地
区
↓
東
俣
・
有
島
・
虫
川
・

　
　
　
　
　

 

山
崎
・
中
猪
子
田

　
　
　
　

② 

大
島
地
区
↓
大
平
・
田
麦
〜
四
か
所

　
　

 　
　
　

※

板
山
不
動
尊

昼
　
食　

大
島
区
公
営
施
設「
大
島
庄
屋
の
家
」　

        　

和
食
定
食
（
揚
げ
物
・
和
え
物
・
汁
物
・

　
　
　
　

ご
飯
ほ
か
）

解
　
散　

17
時
頃
の
予
定
（
遠
隔
地
巡
見
の
た
め
帰

　
　
　
　

着
が
若
干
遅
く
な
り
ま
す
）

参
加
費　

５
０
０
０
円（
バ
ス
代
、
昼
食
代
、
資
料
代
、

　
　
　
　

保
険
代
等
を
含
む
）

定
　
員　

20
名 

申
込
み　

５
月
10
日（
日
）締
切
り（
先
着
順
）

　
　
　
　

上
越
事
務
局　

栗
間
啓
志
ま
で

　
　
　
　

携　

帯  

０
９
０-

７
８
０
３-

２
４
２
８

　
　
　
　

電　

話  

０
２
５-

５
４
４-

５
３
９
８

　　

本
年
10
月
刊
行
予
定
の
本
誌
へ
の
原
稿
を
募
集
し

ま
す
。日
頃
の
調
査
研
究
の
成
果
を
は
じ
め
、
石
仏

に
関
わ
る
小
報
告
な
ど
、ぜ
ひ
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　

執
筆
希
望
の
方
は
事
務
局
ま
で
連
絡
願
い
ま
す
。

お
願
い　

令
和
７
年
度
の
会
費
未
納
の
方
に
は
振

替
用
紙
を
同
封
し
ま
し
た
。至
急
納
入
願
い
ま
す
。

　

雪
消
え
の
時
期
を
迎
え
ま
し
た
。前
記
の
と

お
り
新
年
度
の
総
会
と
二
つ
の
見
学
会（
中
越

は
チ
ラ
シ
）を
計
画
し
ま
し
た
。

　

今
年
も
皆
様
と
お
会
い
す
る
の
を
楽
し
み
に

し
て
お
り
ま
す
。　

　

   

下
越
・
新
潟
地
区
事
務
局　

堀
内
　
正
子

◉
令
和
８
年
度
総
会
の
ご
案
内大光銀行

長岡信用金庫

長岡
郵便局

米百俵プレイス
駐車場

フェニックス
大手イースト

◀

アオーレ長岡

大手通り

8

■
上
越
地
区
見
学
会
の
お
知
ら
せ

■『
石
仏
ふ
ぉ
ー
ら
む
』16
号
の
原
稿
を
募
集


